＃＃＃＃（0）：表紙

・タイトル：『出会いから生まれた奇跡』

・サブタイトル：「世界の頂点に立つピアニスト マルタ・アルゲリッチと大分県」


####（１）：はじめに　（数字で見るアルゲリッチ）

・世界中のクラシックファンを魅了し続けるピアニスト、マルタ・アルゲリッチ。
・圧倒的な技巧、燃えるような情熱、そして一瞬一瞬に命を吹き込む演奏。
・その音楽は、聴く人の心を揺さぶり、「奇跡」とも称されてきました。
・そんな世界的ピアニストが、毎年欠かさず大分県を訪れていることを、みなさんは知っていますか？
・ここでは、アルゲリッチさんの“すごさ”を、いくつかの「数字」で見てみましょう。
❷ショパン国際ピアノコンクール優勝
24歳
1965年 第７回ショパン国際ピアノコンクールで優勝。一躍世界の注目を集める。
❶ピアノを本格的に始めた年齢
５歳
７歳でモーツァルトのピアノ協奏曲を演奏








❹別府アルゲリッチ音楽祭総監督就任
30周年
音楽祭はこれまで26回開催、
観客動員数は15万人を超える。
❸現役演奏継続
85歳
2026年現在も、第一線で活躍








❺世界が認めた勲章
３か国
日本　旭日中綬章(2016)
イタリア共和国功労勲章(2018)
フランス　レジオン・ドヌール勲章(2023)
各国で栄誉ある勲章を受章

❻雑誌「音楽の友」
『あなたが好きなピアニスト』
第１位に輝き続けた年数
25年
現在も１位。









・いかがでしょう。
・こんなにも世界で活躍するピアニストが、どうして毎年、大分県を訪れてくれるのでしょうか。
・そこには、音楽を通じた深い絆と、アルゲリッチさんの特別な想いがあります。
これから、その魅力と物語を、少しずつ紹介していきます。


#### （2）：アルゲリッチさんはどんなこどもだった？

・マルタ・アルゲリッチさんは、1941年6月5日、南米アルゼンチンで生まれました。
アルゲリッチさんの写真（こども時代）
写真提供予定









以下をイラストでマンガに


〇ピアノを始めた意外な理由
・2才8か月のとき、幼稚園で一番年下だったために「ピアノなんて弾けないだろう」とからかわれた経験があります。それが悔しくてピアノの練習を始めました。


〇ピアノの才能を発揮
・先生が弾いた子守歌を一度聴いただけで、すぐにピアノで弾いて、先生たちをびっくりさせました！これがマルタさんの音楽の道の始まりです。


〇「本格的な先生」のもとへ！
・この幼稚園での出来事をきっかけにお母さんは「この子は音楽の道に進むかもしれない」と直感し、女性の先生に習い始めました。
・その後、ヴィンチェンツォ・スカラムッツァさんという、とても有名で厳しい先生のもと、５歳から本格的にピアノを学びました。
（公開演奏デビューはこの頃からです。）








〇グルダとの出会い 以下をイラストでマンガに

・アルゼンチンの首都ブエノスアイレスはヨーロッパから有名な音楽家たちが演奏に訪れていました。
・12歳の時、ピアニストのフリードリヒ・グルダの演奏を聴いたマルタは、深く魅了され、いつしか、「グルダのもとで勉強したい！」と思うようになりました。

〇家族みんなでウィーンへ！
・マルタの才能を見抜いたアルゼンチンのペロン大統領は、「あなたはこれからどうしたい？」と尋ねました。
・「グルダと勉強したい！」と望むマルタのために、ペロン大統領はお父さんとお母さんに現地での仕事を用意し、家族全員で引っ越せるように助けてくれました。
・国をあげて、彼女の才能を応援してくれたのです！





〇世界がびっくり！アルゲリッチさんの伝説のコンクール
・アルゲリッチさんが世界中に知られるようになったのは、1957年16才のときにブゾーニ国際ピアノコンクール、ジュネーブ国際音楽コンクールで立て続けに優勝したことがきっかけです。そして、彼女の名を決定的に世界に広めたのが、1965年、24歳の時にポーランドで開かれた「ショパン国際ピアノコンクール」でした。この優勝は世界中に大きな衝撃を与え、アルゲリッチは一躍世界を代表するピアニストの仲間入りを果たしました。
・大会が始まる前、彼女の名前が出場者リストにあるのを見た他の参加者たちは、「彼女が出るなら、もう僕たちに優勝のチャンスはない。優勝するのは彼女だ」とうわさし合ったそうです。
コンクール優勝時の雰囲気が伝わるイラスト
参考写真提供予定
クイズ１　アルゲリッチさんの母国語は何語？





#### (3)アルゲリッチさんの演奏のここがすごい！【ショパン国際ピアノコンクール】
ポーランドで5年に1回だけ開かれる、世界で一番ハイレベルなピアノ・コンクール。ピアノ界のオリンピックとも呼ばれる。
世界中から、予選を勝ち抜いたピアニストたちが集まり、ショパンの曲を演奏して、だれが一番心にひびく演奏をできるかを競います。

・たくさんの音楽コンクールで優勝し、アルゲリッチさんは圧倒的な才能を持つ「鍵盤の女王」として世界中に知られるようになりました。

〇演奏のひみつ
・アルゲリッチさんの演奏は、よく「情熱的」や「躍動感にあふれている」と表現されます。その秘密のひとつが、驚くほど速く、力強い指の動きです。
・ある人は、アルゲリッチさんがピアノを弾く姿を見て、「まるでかっこよく走るサラブレッドのようだった」と語りました。
・実は昔「アルゲリッチ」と名付けられた競走馬が誕生し、レースで優勝したこともありました。
演奏の雰囲気が伝わるイラスト（提案による）










〇「アルゲリッチさんの演奏を聴いてみよう！」
・次のQRコードを読み込むと、アルゲリッチさんのインタビューと演奏映像を見ることができます。

（QRコード）
○アルゲリッチインタビュー（こどもたちへメッセージ）QRコード



○実際の演奏映像

QRコード

１）スカルラッティ：ソナタ K.141/L.222
2017年5月17日　
iichikoグランシアタ　第19回別府アルゲリッチ音楽祭





QRコード

２）シューマン：子供の情景 op.15 1.見知らぬ国の人々
2019年5月24日　
東京オペラシティ　第21回別府アルゲリッチ音楽祭


#### （4）：アルゲリッチさんが活躍した国々
世界地図のイラスト（見開き）




ドイツ
（ミュンヘン）
1977伊藤京子さんと出会う。
。

オーストリア
（ウィーン）
1955家族で移住。
グルダにピアノを本格的に教わる。






スイス
（ジュネーブ）
1957ジュネーブ国際音楽コンクール優勝。





フランス
（パリ）
今住んでいる所
。


イタリア
（ボルツァーノ）
1957ブゾーニ国際ピアノコンクール優勝。





ポーランド
（ワルシャワ）
1965ショパンコンクール優勝。
。









その他ヨーロッパ全土、アジア・南米・北米・カナダなども追加検討中。










世界地図のイラスト（見開き）


[image: ]
アメリカ
（ワシントン）
2016ケネディ・センター名誉賞
日本


1970初来日。1994大分県を初訪問。
1996から音楽祭総監督を努める。
西洋音楽発祥記念碑（大分県庁前）
Pick up　～大分とクラシック音楽～
16世紀後半に、豊後国の大名、大友宗麟（おおともそうりん）により西洋文化が次々と伝わる中、大分市（府内）の教会では、日本で初めてビオラやオルガンの演奏がされました。このため、私たちが住む大分の地は、「西洋音楽発祥の地」といわれています。

アルゼンチン
（ブエノスアイレス）
ここで生まれたよ！


#### （5）：別府アルゲリッチ音楽祭　始まりの物語
世界で活躍するマルタ・アルゲリッチさん。彼女の名前を冠した音楽祭が、なぜ大分・別府で生まれたのでしょうか。そのカギを握るのが、ピアニスト・伊藤京子さんです。
ここからは、二人の出会いと音楽祭の始まりの物語を、漫画で見ていきましょう！

イラストでマンガに
世界中からひっぱりだこのアルゲリッチさん。まわりの誰もが「引き受けてくれるはずがない」と思っていました。しかし、彼女はにこやかにその場で「いいですよ」と答えたのです。おどろく人々に、アルゲリッチさんはこう言いました。
「だって、そこには京子がいるからです。」
京子さんへの深い信頼と、二人の強い絆があったからこそ、1998年、世界で初めてアルゲリッチさんの名前がついた「別府アルゲリッチ音楽祭」が誕生したのです。

ある日、京子さんに幸運が訪れます。音楽家の知人が京子さんをアルゲリッチさんへ紹介してくれることになったのです。
演奏会後の楽屋で対面すると、アルゲリッチさんは初対面の京子さんを食事に誘ってくれました。また、京子さんのピアノを熱心に聴いてくれたり、アルゲリッチさん自らが京子さんの部屋を訪ねてくれるなど、初めてあった京子さんにとても温かく接してくれました。この特別な出会いを通して、二人の間にはまるで姉妹のような深い友情が生まれたのです。

時は流れ、京子さんは東京で演奏家として活動し始め、ご両親が移住した大分県別府市に時折帰る日々を送っていました。
ちょうどその頃、別府市には新しい音楽ホール「ビーコンプラザ」が建設されていたのです。
「この素晴らしいホールから、世界にほこれる本物の音楽をみんなにとどけたい！そして別府を世界へ発信したい！」そう願った当時の別府市長が、大分を訪れていたアルゲリッチさんに「新しいホールで国際音楽祭を開催してほしい」と依頼しました。 
1977年のドイツ・ミュンヘン。
ピアノを学ぶために、日本からドイツへやってきた伊藤京子さん。
子どものころからずっとあこがれている人がいました。
それは「鍵盤の女王」と呼ばれるピアニスト、マルタ・アルゲリッチさんです。

このようにして、1998年には、世界で初めてアルゲリッチさんの名前がついた「別府アルゲリッチ音楽祭」が始まりました。アルゲリッチさんは、この音楽祭の総監督を30年以上も務めています。
アルゲリッチさんは、この他にもたくさんの活動を行っています。

〇子どもたちのための活動
音楽家を目指す若者たちを応援するだけでなく、「ピノキオコンサート」という、音楽を通して、まわりの大人たちと一緒に子どもたちの優しい心を育てる活動も行っています。
〇困った時の助け合い
日本で大きな地震が起きた時には、「こんな大変な時だからこそ、音楽の力でみんなを元気にしたい！」と、外国や大分でコンサートを開いて、たくさんの人をはげましてくれたり、被災地へ寄附を行うなど、復興を応援してくれました。
さらに、復興の祈りを込め、大分県宇佐市安心院（あじむ）に、「希望の樹 （Tree of Hope）」と名づけられたブドウの木を植樹しました。そのブドウの木から毎年美味しいワインが作られています。このブドウはアルゲリッチさんのCDを毎日聴いてすくすく育っています。


大分県は、アルゲリッチさんの80歳の誕生日をお祝いして、6月5日を「マルタ・アルゲリッチの日」に決めました。大分県で人物が記念日となったのはアルゲリッチさんが初めてです。「音楽の力で、みんながもっと仲良くなれるように」という願いがこめられています。アルゲリッチさんもこれをとても喜び、「私は何度も大分に帰ってきます」と約束してくれています。
写真（マルタアルゲリッチの日
宣言書）
写真提供予定
アルゲリッチさんにとって大分は、たんに音楽祭を開く場所ではありません。「家に帰ってきたみたいに安心できる」、かけがえのない第二の「ふるさと」なのです。
それは、アルゲリッチさんを温かく迎える人々と、椎木正和さんからアルゲリッチへ贈られた「アルゲリッチハウス」の存在が大きいのでしょう。
写真（植樹する様子）
写真提供予定
写真（ピノキオコンサート）
写真提供予定

#### （6）：アルゲリッチさんからみんなへのメッセージ

イラストを見開き全体のバランスを見て配置（提案による）




クラシック音楽ってどんなもの？
・クラシック音楽は、ヨーロッパで生まれ、ピアノやバイオリンなどの楽器で、昔から世界中で演奏されてきた音楽のことです。
・クラシック音楽は決して「むずかしいもの」ではありません。アルゲリッチさんは、クラシック音楽を通じて、みんなにこんなメッセージを送っているよ。






〇「想像力をできるだけ膨らませてほしい」。
・クラシック音楽を聴くと、気持ちが落ち着いたり、うれしくなったり、悲しい気持ち　がやさしくなったりすることがあるよね。
・それは、音楽が心の中にある気持ちによりそってくれるからなんだ。
・音楽だけでなく、お話を読むことなど、たくさんのことに興味を持つことが、心を豊かにするのにとても大切だとアルゲリッチさんは考えています。








〇「完璧な人なんてこの世にいない」
・アルゲリッチさんは「人は決して完ぺきではない」という考えをもち、それが他の人を思いやる「寛容（かんよう）の精神」につながっています。
・人はそれぞれ違うので、アルゲリッチさんも、他の子と違うことでつらい思いをしたことがあったけれど、「違うこと」は恥ずかしいことじゃなくて、素敵なことなんだよ、と教えてくれています。



イラストを見開き全体のバランスを見て配置（提案による）





〇「音楽は、みんなをひとつにできる力があるのよ」。
・アルゲリッチさんは、「音楽は、生まれた場所や文化、言葉の違いを越えて、みんながお互いを理解しあうための共通の言葉」だと考えているんだ。
・違うところを怖がらないで、お互いを認め合って、仲良くなることができると伝えています。






〇「努力を続けることは大切」
・アルゲリッチさんは世界的なピアニストになった今でも、毎日一生懸命練習しています。何かを達成するためには、努力なしにはありえません。
・そして、アルゲリッチさんは「いつか、あなたたちも人々の架け橋になってほしい」と思っているよ。音楽が人々をつなぎ、争いのない平和な世界を作る力になることをいつも願っています。









○「音楽はこどもたちに、別の世界を開いてくれます」
・アルゲリッチさんは、音楽には人の心を豊かにし、感性や想像力を育てる力があると思っているよ。
・また、アルゲリッチさんは「みんながプロを目指さなくてもいい。私はアマチュアの音楽家がとても好きだ」と思っています。なぜなら、彼らは本当に、音楽を愛しているからです。


＃＃＃＃（７）：巻末資料　略歴年表
	西暦
	満年齢
	できごと

	1941年
	0歳
	6月５日、アルゼンチンのブエノスアイレスで生まれる。

	1944年
	3歳
	幼稚園で先生が弾いた子守歌を習わずに弾いてピアノの才能を見せる。

	1949年
	8歳
	モーツァルトとベートーヴェンのピアノ協奏曲を弾いてデビュー。神童として注目される。

	1955年
	14歳
	グルダに誘われ、ペロン大統領の支援を受け家族と共にヨーロッパへ渡る。

	1957年
	16歳
	イタリアのブゾーニ国際ピアノコンクールとジュネーブ国際音楽コンクールで優勝。

	1965年
	24歳
	ポーランドのショパン国際ピアノコンクールで優勝し、世界的に注目される。

	1970年
	29歳
	初来日。

	1977年
	36歳
	ミュンヘンで伊藤京子と出会う。

	1994年
	53歳
	初来県。当時の大分県立芸術会館で開催されたコンサートに出演。

	1996年
	55歳
	別府アルゲリッチ音楽祭の総監督に就任。世界で初めて彼女の名前を冠した音楽祭となる。

	1998年
	57歳
	第1回「別府アルゲリッチ音楽祭」が開催される。

	2005年
	64歳
	日本国政府より勲章（旭日小綬章）を受章。

	2011年
	70歳
	東日本大震災の影響で音楽家が来日を避ける中、「今こそ日本のために」と音楽祭への出演を快諾した。

	2015年
	74歳
	椎木正和氏の寄付により、別府市に彼女の名前をつけた世界で唯一のホール「しいきアルゲリッチハウス」が完成。アルゲリッチ専用ピアノ「マルティータ」も贈呈される。

	2016年
	75歳
	日本国政府より勲章（旭日中綬章）を受章。
アメリカでケネディ・センター名誉賞を受賞。
熊本地震が発生し、音楽祭の中止が検討されたが「こんな時こそ」と来県して大分を励ました。

	2017年
	76歳
	第19回音楽祭で世界的指揮者、小澤征爾と共演。

	2018年
	77歳
	別府アルゲリッチ音楽祭が20周年を迎え、初のヨーロッパ公演をイタリア・ローマで開催。
イタリア共和国功労勲章（コメンダトーレ）受章

	2021年
	80歳
	大分県が彼女の誕生日である6月5日を「マルタ・アルゲリッチの日」として制定。

	2022年
	81歳
	大分県より、大分県の芸術・文化振興に対する多大なる功績を称え、大分県民栄誉賞を授与。

	2023年
	82歳
	フランス レジオン・ドヌール勲章（コマンドゥール）　受章
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